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 平成 31年度第 3学年用  小学校社会科用  
 

 

○平成 31年度第 3学年では，『新編 新しい社会 3･4上』のうち，「３ かわって

きた人々のくらし」の「２ のこしたいもの，つたえたいもの」（教科書 112

～123ページ）は学習しません。 

○平成 31年度第 3学年では，『新編 新しい社会 3･4下』のうち，「４ くらしを

守る」の「オリエンテーション」（教科書 2～3ページ），「１ 火事からくらし

を守る」（教科書 4～19ページ），「２ 事故や事件からくらしを守る」（教科書

38～53ページ）を学習します。 

○この資料の内容は，今後，変更する可能性がありますので，ご了承ください。 

「新編 新しい社会 3･4上・下」 

移行期 指導計画作成資料 
 

東京書籍 
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小単元の指導・評価計画 

１ 学校のまわり                 6時間／上巻 p.4～19 

 

目標    ■自分たちの住んでいる身近な地域の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所

と働き，交通の様子，古くから残る建造物の場所と様子などを理解し，地域社会に対する誇り

と愛情をもつ。 

□身近な地域の様子から学習問題を見いだし，観察，調査して調べたことを絵地図や白地図など

にまとめるとともに，場所による違い，身近な地域の特色やよさを考え，適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度 

①身近な地域の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，

古くから残る建造物などに関心をもち，意欲的に調べている。 

②身近な地域の様子，特色やよさを考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現 

①身近な地域の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，

古くから残る建造物などについて，学習問題や予想，学習計画を考え，適切に表現している。 

②土地利用と公共施設の分布の様子を比較したり，身近な地域の地形的な特色と土地利用を関

連付けたりして考え，身近な地域の様子を総合して場所によって違いがあることを適切に表

現している。 

     ○観察・資料活用の技能 

①観点に基づいて観察や聞き取り調査をしたり，地図や写真などの資料を活用したりして，身

近な地域の様子について必要な情報を集め，読み取っている。 

②調べたことを主な地図記号や四方位などを用いて，絵地図や白地図にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①身近な地域の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，

古くから残る建造物などを理解している。 

②身近な地域の様子は，場所によって違いがあることを理解している。 
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指導計画 ※p.8～13は，三つのコースに分かれて探検することを想定しています。 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊お気に入りの場
所 

p.4～5 
 

 

○通学路や家のまわりの様子を思い出し，
自分のお気に入りの場所を紹介し合う。 

・公園 ・神社 ・公民館 ・駅 ・病院 
・線路，踏切 ・交番 ・郵便局 ・田畑 
〇白地図で紹介した場所を確認したり，行

き方を説明したりする。 

◆白地図や地域の
写真を提示し，そ
れぞれの場所を
想像できるよう
にする。 

◆白地図を配布し，
書き込めるよう
にする。 

☆<関意態①> 

身近な地域に関

心をもち，意欲的に

調べている。 

 

➋学習問題をつく
る 

p.6～7 
 

○学校のまわりの様子について，調べたい
ことを明確にして学習問題をつくる。 

 
 
 
○学校のまわりの様子を予想し，学校のま
わり探検のコースを話し合う。 

・コースに合ったコース名を決める。 
＜確認すること＞ 
・学習計画 
・調べることや調べ方 
・まとめ方 

 
 
 
 
 
◆何を調べ，どのよ
うにしてまとめ
るか，学習全体の
見通しをもてる
ようにする。 

 

 
 
 
 
 
☆<思判表①> 
身近な地域につ

いて，学習問題や予
想，学習計画を考
え，適切に表現して
いる。 

調
べ
る 

➌神社コースのた
んけん 

p.8～9 
 

○神社コースを探検し，視点に従って観
察・調査したことを白地図に記録する。 

・南に向かって下り坂になっていた。 
・踏切の先に川があった。 
・神社にお参りに来ていた人へのインタビ
ュー 

・音の出る信号機があった。 

◆探検のコース設
定については，学
校を中心に，大ま
かに東西南北に
分けたり，地形や
土地利用などに
特色のあるコー
スを設定したり
する。 

◆交通量や人通り
の多い場所での
注意点，災害の発
生時の行動の仕
方や連絡の取り
方を事前に指導
する。 

 

☆<技能①> 

観点に基づいて，

身近な地域の様子に

ついて観察・調査し

て必要な情報を集

め，読み取っている。 

 

➌ほたる池コース
のたんけん 

p.10～11 
 

○ほたる池コースを探検し，視点に従って
観察・調査したことを白地図に記録する。 

・夏になるとほたるが飛び交う池があった。 
・地下鉄の駅が2つあった。 
・郵便局で働く人にインタビュー 
・公園の中は，緑がいっぱいでジョギング
や散歩をする人がたくさんいた。 

・学校から見えるすごくとても高いマンシ
ョンがあった。 

 

学校のまわりには，それぞれのお気に
入りの場所がある。➊ 

家から学校まで
の道には，どん
な場所がある
でしょうか 

。 

（1時間） 

学習問題  

わたしたちの学校のまわりは，どのような様子なのでしょうか。 みんなの調べ

たいことをもと

に，学習問題をつ

くりましょう。 

（1時間） 

神社にむかう

道は，どのような

様子なのでしょ

うか。 

（1時間） 

ほたる池コースには，学校よりも小高
くなっている公園があり，その近くに地
下鉄の駅がある。公園の入り口から西に
行くと，下り坂になっていて，広い道路
に出ると郵便局がある。➌ 

学校の北がわ

にある，大きな公

園のまわりは，ど

のような様子な

のでしょうか。 

（1時間） 

神社コースには，踏切や線路があり，
電車が走っている。線路の脇には川が流
れていて，近くには 350年以上の歴史の
ある神社がある。➌ 
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➌人形コースのた
んけん 

p.12～13 
 

○人形コースを探検し，視点に従って観
察・調査したことを白地図に記録する。 

・広い道路は，自動車が横に6台並んで走れ
る位だった。 

・大きな店やマンションがたくさんあった。 
・大きな病院とそのまわりにたくさんの薬
局があった。 

・昔からのつくり方を守って人形をつくっ
ているおじさんにインタビュー。 

➍絵地図をつなげ 
 る 

p.14～15 
 

○コースごとにまとめた絵地図をつなげ合
わせて，わかったことを発表し合う。 

・あまり行ったことのない場所があること
がわかった。 

・学校のまわりには，思ったよりも坂があ
って，北から南にかけて低くなっていた。 

・広い道路のまわりには郵便局やマンショ
ン，店などの大きな建物が集まっている。 

○絵地図をもっとわかりやすくするために
は，どのようにすればよいかを話し合う。 

・絵地図の記号などを決めて，共通のルー
ルで直せばよいのではないかな。 

➎絵地図を整理す
る 

 p.16～17 
 

〇共通の記号（地図記号）を入れて，絵地
図をかき直す。 

・方位の記号（北が上） 
・地図記号 
〇先生の地図と比べる。 
・建物や土地の様子までわかるようになっ
ている。 

・記号がすごく簡単になっている。 
・地図のはしに，距離がわかるものさしの
ようなものがある。 

・みんながわかっている共通の記号を使う
と，いつでもみんながわかる地図になる。 

◆四方位について
は，教室や地図上
で確認すると共
に，一般的な地図
は原則的に北を
上にして地図が
つくられている
ことなどを指導
する。 

◆「まなび方コーナ
ー」を活用して，
四方位，基本的な
地図記号を確認
する。地図記号に
ついては，成り立
ちに触れること
で，児童の関心を
高めることが期
待できる。 

☆<知理①> 
身近な地域の特

色ある地形，土地利
用の様子，主な公共
施設などの場所と
働き，交通の様子，
古くから残る建造
物などを理解して
いる。 

 

 広い道のまわ

りと，広い道のむ

こうがわは，どの

ような様子なの

でしょうか。 

（1時間） 人形コースには，道路沿いに大きな病
院があり，その先には交通量の多い広い
道路がある。その周辺には店やマンショ
ンなどの大きな建物が多く，道路の先に
はたくさんの住宅がある。➌ 

絵地図をつな

げてみると，どん

なことがわかる

でしょうか。 

（1時間） 

みんながつくった絵地図をつなげる
と，学校のまわりの全体の様子がわか
る。➍ 

地図は，どのよ

うにするとわか

りやすくなるで

しょうか。 

（1時間） 

つなげた絵地図を共通の絵や記号を
使って整理すると，学校のまわりの様子
がよりくわしくわかる。➎ 
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ま
と
め
る 

ま
と
め
る 

➏空から学校を見
ると 

p.18～19 
 

○絵地図と航空写真を比べ，学校のまわり
の様子についてわかったことをまとめ
る。 

・緑の多い場所，家やビルが多い場所がひ
と目でわかるようになった。 

・学校の北の方と南の方で，様子が違って
いる。 

・学校のまわりもよく見ているといろいろ
な場所がある。 

・広い道路は，それぞれどこまでつながっ
ているのかな。 

・電車や地下鉄も，それぞれどこにつなが
っているのかな。 

◆航空写真を提示
することが難し
い場合は，学校の
屋上や高層ビル
の高層階から俯
瞰するなどの方
法が考えられる。 

◆地域の様子を観
察・調査して理解
するための方法
として， 
〇歩いて一つ一
つを観察する。 

 〇高いところか
ら全体を見渡す。 

 両者の方法を組
み合わせること
が有効であるこ
とをつかませる
ようにする。 

☆<技能②> 
調べたことを主

な地図記号や四方
位などを用いて，絵
地図や白地図にま
とめている。 

☆<知理②> 

身近な地域の様

子は，場所によって

違いがあることを

理解している。 

☆<思判表②> 
 身近な地域の様
子を比較・関連付
け，総合して場所に
よって違いがある
ことを適切に表現
している。 
☆<関意態②> 

身近な地域の様

子，特色やよさを考

えようとしている。 

 

 
 

学校のまわり

の様子について，

調べたことをも

とにまとめまし

ょう。 

（1時間） 

学校のまわりには，様々な場所があり，
土地の様子や使われ方，建物や交通の様
子には，場所によって違いがある。 

 ➏ 
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小単元の指導・評価計画 

２ 市の様子                   12時間／上巻 p.20～41 

 

目標    ■市の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設の場所と働き，交通の様子，古くから残る

建造物など，地域の様子は場所によって違いがあることを理解し，自分たちが日々暮らしてい

る市に対して誇りや愛情をもつ。 

□市の様子から学習問題を見いだし，観察・調査したり，地図やその他の資料を活用したりして

調べたことを，地図記号や方位を用いて絵地図や白地図にまとめるとともに，場所による地域

の様子の違い，市の特色やよさを考えて，適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度   

①市の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，古くか

ら残る建造物などに関心をもち，意欲的に調べている。 

②市の特色やよさを考えようとしている。 

○社会的な思考・判断・表現  

①市の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設などの場所と働き，交通の様子，古くか

ら残る建造物などについて，学習問題や予想，学習計画を考え，表現している。 

②土地利用の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連づけたり，分布の様子を相互に比較し

たりして，市の様子は場所によって違いがあることを考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①観点に基づいて観察や聞き取り調査をしたり，地図や写真などの資料を活用したりして，市

の様子について必要な情報を集め，読み取っている。 

②調べたことを主な地図記号や四方位などを用いて絵地図や白地図等にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

①市の特色ある地形，土地利用の様子，主な公共施設の場所と働き，交通の様子，古くから残

る建造物などを理解している。 

②市の様子は，場所によって違いがあることを理解している。  
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指導計画  

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊空から見て  
p.20～21 

 
 

○航空写真を見て，気づいたことや，市の施
設や様子でわかっていることを発表し合
う。 

・ビルが多い。   ・川が流れている。 
・山（緑）がある。 ・道路や鉄道がある。 
・市には平らな場所があり，たくさんの家や

施設がある。そこで，わたしたちが生活し
ている。 

◆市の様子を概観
し，特徴ある地域
の様子に気づか
せる。 

◆自分たちの学校
がどの辺りにあ
るのか探し出す
ようにする。 

☆<関意態①> 
市には様々な土地

の様子やいろいろな
建物があることに関
心をもち，その様子
を意欲的に調べよう
としている。 

➋市の地図を見て  
p.22～23 

○市の地図を見て，行ったことのある場所を
紹介し合う。 

・仙台駅のまわり 
・泉パークタウンのまわり 
・秋保温泉のまわり ・港の近く 
・大きな川ぞいの場所 
・市にはいろいろな地形があり，そこで人々

が生活している。 
 

◆地形に応じて土
地の様子が違っ
ていることを感
じさせ，市の様子
に関心をもたせ
る。 

☆<思判表①> 

市の地図と航空

写真から，市の様子

について気づいた

ことや疑問に思っ

たことを話し合い，

学習問題を見いだ

そうとしている。 

➌学習の進め方  
p.24～25 

○小単元の学習の流れを確認する。 
・つかむ→調べる→まとめる→いかす 
○学習問題について，予想を立て，実際に
見学したり，インターネットやガイドブ
ック，写真や地図，他校への手紙などで
調査したりして，市の様子を調べる計画
を立てる。 

<調べること> 
・土地の様子や使われ方 
・建物の様子 
・人の様子 
・交通（電車やバス，道路や車の量など）の 
 様子 
 

◆問題解決的な学
習の進め方につ
いて学ばせる。 

◆今後の社会科学
習全般にかかわ
る基礎的な学び
なので，じっくり
丁寧に指導する。 

 先々の学習にお
いても立ち返り，
活用するとよい
ことも指導する。 

◆調べる内容だけ
でなく，調べ方や
まとめ方につい
ても指導する。 

 

☆<思判表①> 

学習問題をもと

に，学習計画を立

て，見通しをもって

いる。 

調
べ
る 

➍仙台駅のまわり 
 p.26～27 

 
 

○調べてわかったことを発表し合う。 
・店やビルがたくさんある。 
・道路や鉄道が多く，大きな駅がある。 
・城跡がある。   ・川が流れている。 
○地図で記号を確認しながら，調べてわかっ
たことをもとに，考えたことを話し合う。 

・店やビルが多いと言うことは，人がたくさ
ん集まるんだね。 

・たくさん人が集まることと交通が便利なこ
とは，関係があるよ。 

◆仙台駅のまわり
は，建物が多く，
交通網も集中し
ていて，買い物を
する人や仕事に
行く人など人も
多くにぎやかで
あることを捉え
させていきたい。 

☆<技能①> 
観点に基づいて観

察をしたり，地図や
写真などの資料を活
用したりして，市の
様子について必要な
情報を集め，読み取
っている。 
☆<知理①> 
仙台駅周辺の土

地利用の様子，主な
公共施設などの場
所と働き，交通の様
子，古くから残る建
造物などを理解し
ている。 

学習問題 わたしたちの市には，どのような場所があり，それぞれどのような様子
なのでしょうか。 

 

 

市は，学校のまわりよりもずっと広く，
様々なところがある。➊ 

空から市の様
子をとった写真
を見て，気づいた
ことを話し合っ
てみましょう。 

（1時間） 

本時のまとめ本時のまとめ本時のまとめ
本時のまとめ本時のまとめ本時のまとめ 

④ 

市の地図と，空
からとった写真
を見て，学習問題
をつくりましょ
う。 

（1時間） 

学習問題をつ

くり，学習の進め

方をかくにんし

よう。 

（1時間） 

仙台駅のまわ

りは，どのような

様子なのでしょ

うか。 

（1時間） 

仙台駅のまわりは，高いビルが目立ち，
鉄道や道路もたくさんのびている。少し離
れたところには，城跡や古い建物もある。

➍ 
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➎仙台港のまわり 
 p.28～29 

 

○調べてわかったことを発表し合う。 
・大きな工場がたくさんある。 
・船がとまっている。 
・鉄道や高速道路がある。 
・港は，海岸線がまっすぐになっている。 
○地図で記号を確認しながら，調べてわかっ
たことをもとに，考えたことを話し合う。 

・船がとまりやすい港の形になっている。 
・工場が港の近くにあると，材料や製品など

を運ぶのに便利。 
・鉄道や高速道路があると，貨物が運びやす

い。 

◆工場が多いこと
から，工場で働く
人や原材料・製品
を運ぶ交通手段
（貨物列車，高速
道路）の充実に気
づかせる。 

 

☆<技能①> 
観点に基づいて観

察をしたり，地図や
写真などの資料を活
用したりして，市の
様子について必要な
情報を集め，読み取
っている。 
☆<知理①> 
仙台港周辺の特

色ある地形や土地
利用の様子，交通の
様子などを理解し
ている。 

➏泉パークタウン
のまわり 

 p.30～31 
 

○調べてわかったことを発表し合う。 
・市の北部にニュータウンがつくられてい
る。 

・家がびっしり集まって建っている。 
・ニュータウンのまわりには，林が広がって

いる。 
○地図で記号を確認しながら，調べてわかっ
たことをもとに，考えたことを話し合う。 

・計画的につくられたまちのため，道幅が広
く，学校や図書館，郵便局などの公共施設
も整っている。 

・高速道路や地下鉄も通り，仕事などで市の
中心に行くにも便利なようになっている。 

◆計画的につくら
れたまち（ニュー
タウン）のまわり
は，まだ林などが
広がるが，広い道
幅，学校や図書館
などの公共施設
の充実等，便利に
生活できること
を写真や地図等
から気づかせる。 

 

☆<技能①> 
観点に基づいて観

察をしたり，地図や
写真などの資料を活
用したりして，市の
様子について必要な
情報を集め，読み取
っている。 
☆<知理①> 
泉パークタウン周

辺の特色ある地形や
土地利用の様子，交
通の様子などを理解
している。 

➐名取川にそった
場所 

 p.32～33 
 

○調べてわかったことを発表し合う。 
・平らな土地が広がっている。 
・川のまわりに田や畑が多い。 
・東日本大震災の被害の様子が見て取れる。 
・大きな建物はほとんどない。 
・高速道路が通っているが，鉄道はない。 
○地図で記号を確認しながら，調べてわかっ
たことをもとに，考えたことを話し合う。 

・平らで水が手に入りやすい土地は，田や畑
に向いている。 

・人が多く集まる建物や施設が少ないことと
鉄道が通っていないことには，関係があり
そうだ。 

・特に高速道路の東側は，東日本大震災の津
波の被害が大きく，復興中である。 

◆名取川に沿った
場所は，土地が平
らで，川のまわり
に田や畑が多い
ことに，写真や地
図から気づかせ
る。 

◆高速道路の東側
の様子から，東日
本大震災で甚大
な被害を受けた
こと，また，現在
復興中であるこ
とに気づかせる。 

☆<技能①> 
観点に基づいて観

察をしたり，地図や
写真などの資料を活
用したりして，市の
様子について必要な
情報を集め，読み取
っている。 
☆<知理①> 
名取川周辺の特色

ある地形や土地利用
の様子などを理解し
ている。 
 

 仙台港は，海岸線がまっすぐで船がとま
りやすく，まわりには工場がたくさんあ
る。➎ 

⑤ 

仙台港のまわ

りは，どのような

様子なのでしょ

うか。 

（1時間） 

市の北部にある新しい住宅が集まって
いるところは，道幅が広く，公共施設や
店などが整っている。高速道路が近くに
あり，ほかの市や町から来る人もいる。

➏ 

新しい住たく

が集まっている

ところは，どのよ

うな様子なので

しょうか。 

（1時間） 

名取川にそった場所は，土地が平らで
田畑が広がっている。住宅がところどこ
ろに建っていて，高い建物はほとんどな
い。 ➐ 

名取川にそっ

た場所は，どのよ

うな様子なので

しょうか。 

（1時間） 
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➑秋保温泉のまわ
り  p.34～35 

 

○調べてわかったことを発表し合う。 
・緑がいっぱいある。 
・旅館やホテルがたくさんある。 
・山と山の間に温泉がある。 
・山と山の間を川が流れていて，川に沿って

道路が通っている。 
○地図で記号を確認しながら，調べてわかっ
たことをもとに，考えたことを話し合う。 

・豊かな自然を生かした観光地である。 
・山の斜面には緑が多く，川に沿った狭い土

地に温泉街や道路が集まっている。 

◆写真や地図をも
とに，秋保温泉の
まわりは，山や森
林など，自然が豊
かで，温泉街など
があり，みんなの
憩いの場となっ
ていることに気
づかせる。 

☆<技能①> 
観点に基づいて観

察をしたり，地図や
写真などの資料を活
用したりして，市の
様子について必要な
情報を集め，読み取
っている。 
☆<知理①> 
秋保温泉周辺の

特色ある地形や土
地利用の様子など
を理解している。 

ま
と
め
る 

➒➓市の様子をま
とめよう 

 p.36～37 
 

○これまでに調べたことを発表して，表にま
とめる。 

・土地の様子，建物の様子，人の様子，交通
の様子の４つの観点で，調べてきたいろい
ろな場所の様子を整理する。 

○いろいろな場所を比較して，その特色を話
し合う。 

◆発表では，４つの
観点を明確にし，
比較しながら話
し合いを深めて
いくようにする。 

 

☆<思判表②> 
市の様子につい

て調べたことを表
にまとめ，比較して
考えている。 
☆<知理②> 
市の様子につい

てまとめたことを
もとに，市内の様子
は場所によって違
いがあることを理
解している。 

い
か
す 

⓫⓬市のとく色や
よさをつたえよ
う 

   p.38～39 

○学習してきたことをいかして，市の特色や

よさを伝える地図やポスターなどの作品づ

くりをする。 

・自分たちの市の特色やよさ 

・伝えたい市のじまん 

 「にぎやかなところも，ゆたかな自然も海

もある，楽しいところがいっぱいの仙台市

です。」 

 

◆まなび方コーナー

を参照し，市の形

のかき方などを学

ばせる。 

◆市の特色を，市の

よいところ，自慢

したいところなど

から考えさせる。 

☆<思判表②> 
調べてきたことを

もとに，市の特色や
よさを考え，伝える
作品の内容や小見出
しに適切に表現して
いる。 
☆<関意態②> 
市の特色やよさを

伝える作品づくりを
もとに，自分たちが
日々生活している市
に対する誇りや愛情
をもつ。 

 

秋保温泉のまわりは，山と山の間に温
泉街があり，旅館なども多く，観光客が
温泉と自然を求めてやってくる。➑ 

⑧ 

秋保温泉のま

わりは，どのよう

な様子なのでし

ょうか。 

（1時間） 

市には，様々な場所があり，それぞれ，
土地の様子，建物の様子，人の様子，交
通の様子が違っていて，場所ごとにそれ
ぞれの様子に関係がある。➒➓ 

調べたことを

もとに，市の様子

をまとめてみま

しょう。 

（2時間） 

わたしたちの市には，特色やよさがた
くさんある。 

⓫⓬ 

学習したこと

をもとに，市のと

く色やよさをつ

たえましょう。 

（2時間） 
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 ※平成31年度第3学年では，「市の人々の仕事」（p.44～47）に時間配当をしていません。 

小単元の指導・評価計画 

１ 店ではたらく人               12時間／上巻 p.48～69 

 

目標    ■地域には販売に携わる仕事があり，自分たちの生活を支えていることや，これらの仕事に見ら

れる特色，他地域などとのかかわりを理解するとともに，販売の仕事と自分たちの生活とのか

かわりを考えようとする。 

□地域の販売の仕事の様子から学習問題を見いだし，見学・調査したり，資料を活用したりして

具体的に調べたことをグラフや白地図，作品などにまとめるとともに，これらの仕事と自分た

ちの生活とのつながりについて考えたことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①地域の人々の販売の仕事の様子に関心をもち，意欲的に調べている。 

②地域の人々の販売の仕事と自分たちの生活とのかかわりを考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①地域の人々の販売の仕事の様子について，学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②地域の人々の販売の仕事の様子を自分たちの生活と関連付けて考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①観点に基づいて見学したり資料を活用したりして，地域の人々の販売の仕事の様子について

必要な情報を集め，読み取っている。 

②調べたことを表などにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①地域には販売に関する仕事があり，それらは自分たちの生活を支えていることを理解してい

る。 

 ②地域の人々の販売に見られる仕事の特色や国内の他地域などとのかかわりを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊スーパーマーケ
ットでの買い物  

p.48～49 
 

 

○普段，家の人とスーパーマーケットで買う
商品やスーパーマーケットで買い物をす
る理由について話し合う。 

＜買うもの＞ 
・野菜－新鮮，牛乳－多くの種類， 
肉－多くの量，おかず－おいしい 

＜スーパーマーケットに行くわけ＞ 
・駐車場が広い ・いろいろなものを買える 
・買うものを見つけやすい ・安い 
 
 
 
○次時にスーパーマーケットに行こうとい
う見通しをもつ。 

◆スーパーマーケ
ットを利用する
理由を一層明確
にするために，事
前に家族にイン
タビューするよ
うに伝える。 

 

☆<関意態①> 
消費者がスーパー

ケットを利用する理
由を明確にしようと
し，スーパーマーケ
ットで見学しようと
する意欲をもつ。 

① ➋➌スーパーマー
ケットで見つけ
たよ 

p.50～53 

○スーパーマーケットで見学，もしくは教科
書の挿絵を見て気づいたことを話し合う。 

＜観察の視点＞ 
・買えるものとその場所 
・買いたいものの見つけやすさ 
・値段 
・買い物のしやすさ 
・働く人の様子       
など 

◆事前に，前時のま
とめを想起させ，
「買う人が買い
たいものを買え
たり，買う人がス
ーパーマーケッ
トを利用する理
由がかなえられ
るかどうかを見
てみよう」と促
す。 

☆<技能①> 
スーパーマーケ

ットを見学したり
教科書の挿絵を見
たりして，販売の仕
事の様子を観察し
ている。 

➍スーパーマーケ
ットのよいとこ
ろ 

p.54～55 

○スーパーマーケットにどのようなよいとこ
ろがあるかを発表し，学習問題をつくる。 

・品物の並べ方－種類ごと←かんばん 
・カート－たくさん買うときに便利 
 広い通路 
・おそうざい－いそがしい人に便利 
 
 
 
 
 
 
○学習問題について予想し，学習計画を立て
る。 

＜調べること＞ 
・品物を見つけやすくしたり，品物のよさを

伝えたりするためのくふう 
・はたらく人の仕事 
・品物の並べ方 
・お客さんが来るためのくふう 
＜調べ方＞ 
・見学・インタビュー 
・メモの取り方 
＜まとめ方＞ 
・ノートにまとめる。 

◆スーパーマーケ
ットのよいとこ
ろを発表させる
とともに，その意
味を問いかけて
予想させること
を通して，学習問
題づくりにつな
げる。 

 
 
 
 
◆「消費」と「販売」
との関係を問い
ながら，予想を立
てやすくする。 

 

☆<思判表①> 
スーパーマーケッ

トの様子を基に学習
問題づくりや予想，
学習計画を考え，表
現している。 
 

学習問題 スーパーマーケットではたらく人は，多くの人々が買い物をしやすくす

るために，どのようなくふうをしているのでしょうか。 

 

 
 買い物をする人は，様々な理由でスーパ
ーマーケットを利用している。➊ 

① 

わたしたちは，
スーパーマーケ
ットでふだんど
のような買い物
をしているでし
ょうか。 

（1時間） 

スーパーマー
ケットで見学し
て（教科書の挿絵
を見て），気づい
たことをまとめ
ましょう。 

（2時間） 

スーパーマー

ケットのよいと

ころを話し合っ

て，学習問題をつ

くりましょう。 

（1時間） 

スーパーマーケットでは，様々な商品
を買うことができ，多くの人々が働いて
いる。➋➌ 
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調
べ
る 

➎➏売り場を見学
して 

 p.56～57 
 

 

○売り場を見学して，わかったことを発表す
る。 

・かんばん－どこに何があるかがわかる 
      品物の値段やとくちょうが大

きく書かれている 
・シール－バーコードがついている    
     レジで読み取る→値段などがす

ぐにわかる 

◆看板を見てわか
ることを明らか
にしたり，バーコ
ードのよさを調
べたりすること
を通して，売り場
の工夫に結び付
けていく。 

◆「店長の鵜川さん
の話」を丁寧に読
み取り，働く人々
の工夫を明らか
にする。 

☆<技能①> 
 スーパーマーケ
ットを見学して，看
板やシールなどの
働きを調べている。 
☆<知理②> 
スーパーマーケ

ットで働く人々は，
消費者が買い物を
しやすいように，看
板やシール，バーコ
ードを使っている
ことを理解してい
る。 

➐➑はたらく人に
インタビュー 

 p.58～59 
 

○スーパーマーケットで働く人にインタビ
ューしたり，売り場以外の様子について観
察したりして，スーパーマーケットで働く
人々の仕事について調べる。 

＜スーパーマーケットで働く人々の仕事＞ 
・足りないものを注文したり並べたりする 
・見やすい場所に並べる 
・食べ方を伝える 
・売り場の外（バックヤード）の仕事 
・くだものを切る，きかいで肉を加工する 
 そうざいをパックする，など 

◆「売り場ではたら
く金森さんの話」
と写真資料とを
結び付けたり，
p.59 の写真資料
をじっくりと読
み取ったりして，
働く人々の仕事
の内容を具体的
にする。 

 

☆<技能①> 
 スーパーマーケ
ットで働く人にイ
ンタビューしたり
働く様子を観察し
たりしている。 
☆<知理②> 
スーパーマーケ

ットで働く人々は，
注文，陳列，加工，
包装などを行って
いることを理解し
ている。 
 

➒品物はどこから 
 p.60～61 

 

○スーパーマーケットの品物の産地を調べ，
他地域とのつながりを考え，話し合う。 

・野菜や果物などに表示されている産地を見
ればわかる。 

・店で売られている商品には，他の市や県，
外国などの他地域でつくられたものもあ
る。 

・売り場ではたらく人は，しゅんのものを仕
入れるようにしている。 

・他地域から来た商品が，わたしたちの日々
の生活を支えている。 

◆看板，シールのほ
かに，例えば折込
ちらしなどを活
用して品物の産
地を明らかにす
る。 

◆地図を活用して
位置を調べる。ま
た，教科書 p.61
の「品物はどこか
ら」を基にして調
べたことをノー
トにまとめるこ
ともできる。 

☆<技能①> 
品物の産地や旬に

ついて，看板等を読
み取ったりインタビ
ューしたりして調べ
ている。 
☆<知理②> 
スーパーマーケッ

トでは，品物を国内
外の産地から仕入れ
たり仕入れる時期を
考えたりしているこ
とを理解している。 

 スーパーマーケットで働く人々は，買い
物をする人がわかりやすいように看板や
シールなどを使ったり，レジで値段がす
ぐにわかるようにバーコードを使ったり
している。➎➏  
 
 

スーパーマーケットで働く人々は，商
品の注文や陳列をしたり，商品を加工・
包装したりするなど，様々な取り組みを
している。➐➑ 

 スーパーマー

ケットの売り場

には，どのような

くふうがあるで

しょうか。 

（2時間） 

スーパーマー

ケットではたら

く人は，どのよう

な仕事をしてい

るのでしょうか。 

（2時間） 

スーパーマーケットには，外国もふく
めた様々な地域で生産された品物が並ん
でいる。➒ 

たくさんの品

物は，どこから運

ばれてくるので

しょうか。 

（1時間） 
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➓たくさんのお客
さんが来るひみ
つ 

 p.62～63 
 

○お客さんにインタビューして，今まで調べ
たこと以外のスーパーマーケットのよさ
を明らかにするとともに，お客さんがスー
パーマーケットを利用する理由を考える。 

・魚の調理－無料でいろいろと切ってくれる 
・地産地消－地元でつくられたもの，安心 
・クレジットカード・電子マネー 

     －さまざまな支払い方法で 
・広い駐車場－遠くから来るお客さん 
       ゆっくり買い物できる 
・薬や日用品－いろいろな店 
        ↓ 
      サービス 

◆お客さんがどこ
から来たのか，ま
た，店の気に入っ
ているところな
どについて質問
させる。 

◆お客さんの願い
と店の工夫につ
いて話し合いな
がら結びつきを
考えさせる。 

☆<思判表②> 
お客さんの願い

とスーパーマーケ
ットの工夫とのつ
ながりについて考
え，店では消費者の
願いに応えるサー
ビスをしているこ
とを話し合ってい
る。 

⓫まちの人たちと
ともに 

 p.64～65 
 

○スーパーマーケットは品物を売ること以
外にどのような取り組みをしているかを
調べ，特色を明らかにする。 

＜環境を守るために＞ 
・リサイクルコーナー－牛乳パック， 

食品トレー 
＜だれもが利用しやすいように＞ 
・車いすのかし出し 
・お年よりやしょうがいのある人専用の駐車  
 場 
・補助犬－盲導犬，介助犬，聴導犬 
・フリーマーケット 
        ↓ 
      地域貢献 

◆写真資料や「こと
ば」，「店長の鵜
川さんの話」など
を丁寧に調べ，取
り組みの特色を
明らかにする。 

☆<技能①> 
様々な取り組みの

様子を観察したりイ
ンタビューしたりし
て調べている。 
☆<知理①> 
スーパーマーケッ

トでは，地域や地域
に住む人々のために
様々なことに取り組
んでいることを理解
している。 

スーパーマーケットで働く人々は，お
客さんの多様なニーズに応えるための
様々なサービスをしている。➓ 

 たくさんのお

客さんが来るの

は，なぜでしょう

か。 

（1時間） 

スーパーマーケットでは，品物を売る
だけでなく，地域や地域に住む人々のた
めに様々な取り組みをしている。⓫ 

スーパーマー

ケットは，品物を

売ることのほか

に，どのような取

り組みをしてい

るのでしょうか。 

（1時間） 
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ま
と
め
る 

⓬はたらく人のく
ふうをまとめる 

p.66～67 

○調べたことを振り返りながら，学習問題に
ついてまとめ，消費者と販売に携わる人々
の関連を考える。 

＜はたらく人の工夫＞＜お客さんの願い＞ 
・場所や値段の表示－見やすくしてほしい 
・仕入れ     －産地，旬，品質のよさ 
・広い土地 
 駐車場     －車の利用，たくさんの

買い物 
・いろいろなお店 －さまざまな買い物 
・魚を切る 

焼き立てパン  －さまざまなサービス 
・駐車場－お年寄りや－だれもが買い物を 
     障がいのある人 できるように 
・地域貢献 
        ↓ 
 お客さんの願いと，はたらく人の工夫の結

び付き 
 

◆今までの学習を
想起し，「はたら
く人の工夫」と
「お客さんの願
い」との関連を明
らかにしながら
板書に位置付け
る。学習問題につ
いてまとめる場
面では，それぞれ
の取り組みの共
通点を見いだす
ように促す。 

☆<思判表②> 
今までの学習を

振り返りながら，ス
ーパーマーケット
で働く人々の工夫
と消費者の願いと
の関連について明
らかにし，学習問題
についてまとめて
いる。 
☆<技能②> 
調べたことを基

に，学習問題につい
て図などでまとめて
いる。 
☆<知理①> 
スーパーマーケ

ットで働く人々は，
消費者の願いに応
えるために，様々な
工夫をしているこ
とを理解している。 

 

スーパーマー

ケットではたら

く人が，どのよう

なくふうをして

いたかをまとめ

てみましょう。 

（1時間） 

スーパーマーケットで働く人々は，お
客さんが買い物をしやすくするために，
様々な工夫をしている。 ⓬ 
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小単元の指導・評価計画 

２ 農家の仕事                 11時間／上巻 p.70～83 

 

目標    ■地域には農作物の生産にかかわる仕事があり，自分たちの生活を支えていることや，これらの

仕事に見られる特色，他地域などとのかかわりを理解するとともに，農家の仕事と自分たちの

生活とのかかわりを考えようとする。 

□地域の農家の仕事の様子から学習問題を見いだし，見学・調査したり，資料を活用したりして

具体的に調べたことを白地図や作品にまとめるとともに，農家の仕事と自分たちの生活とのつ

ながりについて考えたことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①地域の農家の仕事の様子に関心をもち，意欲的に調べている。 

②農家の仕事と自分たちの生活とのかかわりを考えようとする。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①地域の農家の仕事の様子について，学習問題や予想，学習計画を考え，表現している。 

②農家の仕事の工夫を自分たちの生活と関連づけて考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①観点に基づいて見学したりインタビューしたり，資料を活用したりして，農家の仕事の様子

について必要な情報を読み取っている。 

②調べてわかったことをノートや作品にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

①地域には農作物の生産にかかわる仕事があり，自分たちの生活を支えていることを理解して

いる。 

②家の仕事に見られる特色や他地域とのかかわりを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊わたしたちの市
でつくられるや
さい  

p.70～71 
 

 

○地域でつくられている作物を探し，つくら
れている場所や量を調べ，気づいたことを
話し合う。 

・スーパーマーケットでたくさんのまがりね
ぎがあった。 

・地図からいろいろな野菜がつくられている
ことがわかった。 

◆スーパーマーケ
ットの地場産品
に着目させて地
域の野菜を調べ
させる。 

◆調べた内容から
疑問をもたせ，次
時へとつなげさ
せる。 

☆<関意態①> 

地域の農家の仕

事の様子に関心を

もち，意欲的に調べ

ようとしている。 

➋➌でんとうやさ
いのまがりねぎ  

p.72～73 

○まがりねぎができるまでの大まかな流れ
を調べる。 

・まがりねぎは100年以上も前からつくられ
ている。 

・育てる途中でねぎをねかせている。 
○まがりねぎについて疑問に思ったことを

話し合い，学習問題をつくる。 
・農家の人はどんな仕事をしているのだろ

う。 
・おいしくするための工夫がありそうだ。 
 
 
 

◆まがりねぎの歴
史とまがってい
るわけについて
調べさせ，詳しい
つくり方にはふ
れない。 

☆<思判表①> 
地域の農家の仕

事の様子について，
気づいたことや疑
問について話し合
い，学習問題を見い
だそうとしている。 

調
べ
る 

➍ねぎ畑に行った
よ  

p.74～75 

○「まなび方コーナー」から見学の仕方を確
認する。 

・観察の仕方 ・質問の仕方 ・記録の仕方 
○まがりねぎ農家である関内さんの畑を見
学し，疑問に思ったこと，気づいたことを
まとめる。 

・土を盛り上げたところに植えている。 
・ぬいたねぎをねかせて土をかけている。 
 

◆見学の仕方を学
ぶために「まなび
方コーナー」を活
用する。 

◆畑でねぎづくり
の様子を概観す
ることで，より詳
しく知りたいこ
とをまとめさせ
る。 

 

☆<思判表①> 

見学でわかった

農家の仕事の様子

から疑問に思うこ

とを見いだして，詳

しく調べる観点を

明確にしている。 

➎➏くふうがいっ
ぱいのまがりね
ぎづくり 

 p.76～77 
 

 

○疑問に思ったことを整理して農家の方に
質問し，わかったことをメモする。 

・土づくり 
・農薬 
・機械の使用 
・やとい 

◆質問する内容を
事前にまとめさ
せておく。 

☆<技能①> 
観点に基づいて

見学をし，インタビ
ューしたり資料を
活用したりして，農
家の仕事の様子に
ついて必要な情報
を読み取っている。 
☆<知理①> 
農家の仕事につ

いて理解している。 
 

学習問題 農家では，まがりねぎをおいしくつくるために，どのような仕事をして
いるのでしょうか。 

 

 

わたしたちの市では，いろいろな野菜
がつくられている。 ➊ 

わたしたちの
市では，どんな作
物がつくられて
いるのでしょう
か。 

（1時間） 

まがりねぎに
ついて気づいた
ことやぎもんに
思ったことを話
し合って，学習問
題をつくりまし
ょう。 

（2時間） 

まがりねぎ農家では，おいしいねぎをつ
くるために，自然条件を生かしたり安全や
効率を考えたりするなどの工夫をしてい
る。➎➏ 

まがりねぎづ

くりには，どのよ

うな工夫がある

のでしょうか。 

（2時間） 

畑では，どのよ

うにまがりねぎ

がつくられてい

るのでしょうか。 

（1時間） まがりねぎをつくるために，土の盛り
上がったところにねぎを植えている。生
長してからは，ねぎをぬいて横にねかせ
て，土をかけている。➍ 
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➐➑まがりねぎづ
くりの1年 

 p.78～79 
 

○まがりねぎを育てる1年間の仕事について
農家の方に話を聞き，わかったことや考え
たことを話し合う。 

・秋ねぎと冬ねぎがある。 
・寒さが厳しくなると，ビニールハウスを使

って栽培する。 
・季節の変化に合わせ，自然のめぐみを生か

して作業している。 
 
 

◆作物の栽培の様
子を年間のカレ
ンダーにして，視
覚的にとらえさ
せるとよい。 

◆出荷量の時期に
合わせて育てて
いることをおさ
えたい。 

 

☆<知理①> 

農家の方の工夫

や努力によって，自

分たちの生活が支

えられていること

を理解している。 

☆<技能②> 

調べてわかった

ことをノートや作

品にまとめている。 

 

➒➓いよいよとり
入れ 

 p.80～81 
 

○まがりねぎの取り入れと出荷について調
べる。 

・1本ずつ手作業でぬいていく。 
・皮むきと箱詰めは家族で協力して行う。 
・取り入れ後は市の中央市場に送り，その後，

スーパーマーケットなどに送られる。 
・地域でとれた作物が外国に送られることも

ある。 

◆出荷先を地図で
確認する。 

◆他地域，外国とも
つながっている
ことを明らかに
する。 

 

☆<知理②> 

農家の仕事に見

られる特色や他地

域とのかかわりを

理解している。 

 

ま
と
め
る 

⓫ノートにまとめ
る 

 p.82～83 
 

○これまでに調べたことを発表して，ノート
にまとめる。 

・ねぎづくりの工夫 
・季節に合わせた育て方 
・取り入れ，送り先 

◆調べた内容を板
書で整理して，ノ
ートにまとめさ
せる。 

◆学習問題につい
てまとめをする
とともに，自分の
考えを書かせる。 

 

☆<思判表②> 

農家の仕事の工

夫を自分たちの生

活と関連づけて考

え，適切に表現して

いる。 

☆<関意態①> 

農家の仕事と自

分たちの生活との

かかわりを考えよ

うとする。 

 

 

今までの学習

で，わかったこと

をノートにまと

めてみましょう。 

（1時間） 

農家では，1年

間どのように仕

事をしているの

でしょうか。 

（2時間） 
まがりねぎ農家では，自然条件を生か

し，季節に合わせた方法で栽培をしてい
る。➐➑ 

まがりねぎの取り入れは，手作業で行わ
れている。取り入れたまがりねぎは，市
内だけでなく，近隣の市や他の県にも送
られる。➒➓ 

まがりねぎは

どのようにとり

入れ，どこに送ら

れるのでしょう

か。 

（2時間） 

まがりねぎ農家では，土地の性質や気
候によって，土づくりをしたり，季節に
合わせて作る量を変えたりするなど，お
いしいまがりねぎをつくるために様々な
工夫をしている。 ⓫ 
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小単元の指導・評価計画 

２ 工場の仕事                    11時間／上巻 p.84～97 

 

目標    ■地域には工業製品の生産にかかわる仕事があり，自分たちの生活を支えていることや，これら

の仕事に見られる特色，他地域などとのかかわりを理解するとともに，工場の仕事と自分たち

の生活とのかかわりを考えようとする。 

□地域の工場の仕事の様子から学習問題を見いだし，見学・調査したり，資料を活用したりして

具体的に調べたことを白地図や作品にまとめるとともに，工場の仕事と自分たちの生活とのつ

ながりについて考えたことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①地域の工場の仕事の様子に関心をもち，意欲的に調べている。 

②工場の仕事と自分たちの生活とのかかわりを考えようとする。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①地域の工場の仕事の様子について，学習問題や予想，学習計画を考え，表現している。 

②工場の仕事の工夫を自分たちの生活と関連づけて考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①観点に基づいて見学したり，資料を活用したりして，工場の仕事の様子について必要な情報

を読み取っている。 

②調べてわかったことをノートや作品にまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①地域には工場での生産にかかわる仕事があり，自分たちの生活を支えていることを理解して

いる。 

②工場の仕事に見られる特色や他地域とのかかわりを理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊わたしたちの市
の工場でつくられ
るもの  

p.84～85 
 

 

○地域の工場でつくられているものを探し，
工場の分布やグラフから，気づいたことを
話し合う。 

・工場が集まっている地域がある。 
・食べ物や飲み物をつくる工場が多い。  

◆自分たちの住む
地域でつくられ
ているものがあ
ることに気づか
せる。 

 

☆<関意態①> 

地域の工場の仕

事の様子に関心を

もち，意欲的に調べ

ようとしている。 

 

➋➌名産品のささ
かまぼこ 

p.86～87 

○資料から，ささかまぼこについて話し合
う。 

・おみやげに買っていくことが多い。 
・魚をさばいてつくっている。 
○ささかまぼこの生産について疑問に思っ

たことを話し合い，学習問題をつくる。 
・工場ではどんな仕事をしているのだろう。 
・おいしくするための工夫がありそうだ。 
 
 
 
 
 
○調べたいこと，疑問に思ったことを基に学

習計画を立て，見学カードに記入する。 
・できる順序 
・使っている機械 
・働いている人の仕事の様子 

◆地域で生産され，
多くの人に知ら
れている名産品
に関心をもたせ
る。 

◆調べたいことや
疑問に思ったこ
とを板書でまと
め，観点を明らか
にする。 

☆<思判表①> 

地域の工場の仕

事の様子について

気づいたことや疑

問に思ったことを

話し合い，学習問題

を見いだすととも

に，予想を基に学習

の計画をたてるこ

とができる。 

調
べ
る 

➍ささかまぼこの
原料  

p.88～89 

○ささかまぼこの原料について，工場の方に
インタビューし，ノートや見学メモにまと
める。 

・保存のために魚の身をすりつぶしていた。 
・魚をとったら，すぐ船の上ですり身にする

ことが多い。 
 

◆原料の仕入れ先
を地図で確認す
る。 

◆原料の魚が外国
の海でも獲られ
ることから，外国
とのつながりに
気付かせる。 

 

☆<知理①> 

ささかまぼこの

原料や加工の仕方

について理解して

いる。 

➎➏ささかまぼこ
ができるまで 

 p.90～91 
 

 

○ささかまぼこ工場を見学し，疑問に思った
こと，気づいたことをまとめる。 

・魚をさばく 
・練り合わせる 
・形をつくって焼く 
・手作業で包装している 

◆事前に見学の仕
方を指導し，見学
する内容を確認
させる。 

☆<技能①> 
観点に基づいて

見学したり，資料を
活用したりして，工
場の仕事の様子に
ついて必要な情報
を読み取っている。 
☆<知理①> 
ささかまぼこが

できるまでの作業
について理解して
いる。 

学習問題 工場では，ささかまぼこをおいしくつくるために，
どのような仕事をしているのでしょうか。 

 

 

仙台市には，いろいろなものをつくっ
ている工場がある。➊ 

わたしたちの
市の工場では，ど
んなものをつく
っているのでし
ょうか。 

（1時間） 

ささかまぼこ
について気づい
たことやぎもん
に思ったことを
話し合って，学習
問題をつくりま
しょう。 

（2時間） 

工場では，機械を有効に使って流れ作業
でささかまぼこをつくっている。 ➎➏ 

ささかまぼこ

は，どのようにつ

くられているの

でしょうか。 

（2時間） 

ささかまぼこ

は，何からできて

いるのでしょう

か。 

（1時間） 

ささかまぼこの原料になる魚は，仙台
近海や外国の海から仕入れている。 ➍ 
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➐➑はたらく人の
くふう 

 p.92～93 
 

○疑問に思ったことを整理して工場の方に
質問し，わかったことをメモする。 

・練り合わせの工夫，焼き具合の確認。 
・衛生面での工夫。 
 
 

◆質問する内容を
事前にまとめさ
せておく。 

◆仕事の内容を機
械，手作業に分類
させる。 

☆<知理①> 

工場で働く人の

仕事について理解

している。 

☆<技能②> 

調べてわかった

ことをノートや作

品にまとめている。 

 
 

➒➓ほかの地いき
とのかかわり 

 p.94～95 
 

○ささかまぼこの出荷や，働く人がどこから
来ているのかについて調べる。 

・電話やインターネットで注文を受けて，全
国へ発送している。 

・工場で働く人は，地下鉄やバス，車などで
通勤している。 

◆出荷先を地図で
確認する。 

◆働く人が使用し
ている交通機関
も確認し，他地域
とのつながりを
確認する。 

 
 

☆<知理②> 

工場の仕事に見

られる特色や他地

域とのかかわりを

理解している。 

ま
と
め
る 

⓫ノートにまとめ
る 

 p.96～97 
 

○これまでに調べたことを発表して，ノート
にまとめる。 

・原料の確保 
・ささかまぼこ工場で働く人の工夫 
・出荷，送り先 

◆調べた内容を板
書に整理して，ノ
ートにまとめさ
せる。 

◆学習問題につい
てまとめをする
とともに，自分の
考えを書かせる。 

 
 

☆<思判表②> 

工場で働く人の

仕事の工夫を自分

たちの生活と関連

づけて考え，適切に

表現している。 

☆<関意態②> 

工場の仕事の工

夫を自分たちの生

活と関連づけて考

え，適切に表現して

いる。  
 

※平成31年度第3学年では，「いかす」（p.98～99）に時間配当をしていません。 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

い
か
す 

➊はたらく人とわ
たしたちとのつ
ながり  

p.98～99 
 

 

○今まで調べた働く人について，カードに記
入する。 

・スーパーマーケットの金盛さん 
・まがりねぎ農家の関内さん 
・ささかまぼこ工場の永野さん 
○働く人とわたしたちの生活とのつながり

について話し合う。 

◆仕事の内容や工
夫，願いなどを記
入させる。 

◆「まなび方コーナ
ー」を活用し，話
し合いの方法を
確認する。 

☆<関意態②> 

働く人とわたし

たちの生活とのつ

ながりについて考

えることができる。 

 

今までの学習

で，わかったこと

をノートにまと

めてみましょう。 

（1時間） 

ささかまぼこ

の工場では，どの

ようなくふうを

しているのでし

ょうか。 

（2時間） 

安全でおいしいささかまぼこをつくる
ために，工場で働く人はいろいろな工夫を
している。 ➐➑ 

工場でつくられているささかまぼこ
は，トラックなどで市内だけでなく他の
市や県にも送られている。➒➓ 

工場は，ほかの

地いきとどのよ

うにかかわって

いるのでしょう

か。 

（2時間） 

工場では，魚のすり身を練ったり焼い
たりして，ささかまぼこをつくっている。
工場で働く人は，衛生面に気をつけなが
ら，おいしいささかまぼこをつくるため
に様々な工夫をしている。⓫ 

地域の様々な人の仕事とわたしたちの

生活とが身近なところでつながってい

る。➊ 

わたしたちの

生活と，様々な仕

事とのつながり

について考えて

みましょう。 
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小単元の指導・評価計画 

１ 古い道具と昔のくらし            ８時間／上巻 p.102～111 

 

目標    ■古くから残るくらしにかかわる道具，それらを使っていたころのくらしの様子や，地域の人々

のくらしの変化が，人々の願いや知恵によるものであることを理解し，地域社会のよりよい発

展を考えようとする。 

□地域の人々のくらしの変化から学習問題を見いだし，古い道具の使い方を教わったり，博物館

などで昔のくらしを調べたりして年表にまとめるとともに，地域の人々のくらしの今昔の違い

や変化，人々のくらしの知恵について考えたことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度 

①古くから残るくらしにかかわる道具やそれらを使っていたころのくらしの様子に関心をも

ち，地域の人々のくらしの変化について意欲的に調べている。 

②地域社会のよりよい発展を考えようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①地域の人々のくらしの変化について学習問題や予想，学習計画を考え表現している。 

②道具の変化とくらしの変化を関連付けたり，古い道具を使っていたころのくらしと今のくら

しとを比較したりして，人々のくらしの知恵を考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①古い道具の使い方を体験したり，博物館などで昔のくらしの様子を見学したりして，地域の

人々のくらしの変化について必要な情報を集め，読み取っている。 

②調べたことを年表や白地図などにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①古くから残るくらしにかかわる道具，それらを使っていたころのくらしの様子を理解してい

る。 

 ②地域の人々のくらしの変化や向上が，人々の願いや知恵によるものであることを理解してい

る。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊身のまわりの古
い道具  

p.102～103 
 

 

○身のまわりにある古い道具さがしをする。 
・ ランプ ・洗濯板とたらい  
・ 昔のアイロン など 
○見つけた古い道具について，よく知る人に

話を聞く。 
・ どのようにして使っていたのか 
○古い道具について，わかったことや感じた

ことを話し合う。 
・ 道具の名前 
・ いつごろ使われたものなのか 
・ どんなことに使われたか ・材料は何か 
・ どんな色か ・さわった感じはどうか 
 
 
 
 

◆学校の郷土資料
室を活用する。 

◆道具の持ち主や
地域のお年寄り
に話を聞く。 

◆それぞれの道具
について，わかっ
たことや疑問を
カードに記録さ
せる。 

☆<関意態①> 
古くから残る道具

に関心をもち，その
道具をよく知る人の
話を聞いて意欲的に
調べている。 

➋➌古い道具を体
けんする  

p.104～105 

○古い道具の使い方について説明を聞く。 
・ 洗濯板の使い方 
○古い道具を使ってみる。 
・ 洗濯板を使って，自分の靴下やハンカチな

どを洗う。 
○古い道具を使ってわかったことや感じた

ことを話し合い，学習問題をつくる。 
・ 昔と今の洗濯の違い 
・ 洗濯板で洗濯をしていたころのくらしの

様子 
 

◆実際に洗濯板を
使うことにより，
洗濯のたいへん
さや道具の工夫
などを感じ取ら
せる。 

◆昔と今のくらし
の違いに着目さ
せ，学習問題づく
りを行う。 

☆<思判表①> 
古い道具の使い

方について説明を
聞いたり，体験した
りしたことから，わ
かったことや感じ
たことを話し合い，
学習問題を見いだ
そうとしている。 

調
べ
る 

➍昔のくらし 
 p.106～107 

 
 

○絵を見てわかったことをノートに書く。 
・ 使っている道具 ・仕事の様子 
・ 家のつくり ・着ているもの など 
○昔のくらしと今のくらしの違いを話し合
う。 

・ どこがどのように違うか。 
・ くらしの様子が違う原因は何か。 
・わからないことや，もっと知りたいことは

何か。 

◆絵の中から，まず
は，古い道具に着
目させ，何をどの
ように使うかを
話し合うように
する。 

◆古い道具を使っ
ている様子や家
のつくり，着てい
るものなどから，
そのころのくら
しの様子につい
て話し合うよう
にする。 

☆<技能①> 
古い道具や昔の

くらしの様子につ
いて，絵から読み取
っている。 
☆<知理①> 
古くから残るく

らしにかかわる道
具，それらを使って
いたころのくらし
の様子について理
解している。 
 

➎➏道具からくら
しの様子を調べ
る 

 p.108～109 
 

○博物館を見学して，昔のくらしを調べる。 
・ 昔の家のつくり 
・ 使われていた道具 
・ くらしの様子 など 
○見学してわかったことを道具メモにまと

める。 
（道具メモの内容） 
・ 道具の名前 ・使い方 ・工夫 
・ いつごろ使われていたか 
・その頃のくらしの様子 

◆博物館でのイン
タビューのしか
たを事前に指導
する（「まなび方
コーナー」を活
用）。 

◆道具の使い方や
移り変わりだけ
でなく，道具とと
もにくらしも変
化してきたこと
に着目させる。 

☆<思判表②> 
道具の変化とく

らしの変化を関連
付けながら，人々の
願いや工夫につい
て考え，道具メモな
どに表現している。 
☆<知理②> 
道具やくらしの

変化は，人々の願い
や工夫によるもの
であることを理解
している。 

学習問題 道具のくふうによって，人々のくらしはどのようにかわってきたのでし

ょうか。 

 

 

わたしたちの身のまわりには，くらし
に使われた多くの古い道具が残ってい
る。➊ 

わたしたちの
まわりには，どん
な古い道具がの
こっているでし
ょうか。（1時間） 

地域の高齢者が子どものころ（80～60
年前）は，いろりやかまど等の昔の道具
を工夫して使っていた。➍ 

古い道具を体
けんして気づい
たことを話し合
い，学習問題をつ
くりましょう。 

（2時間） 

昔も今も，くらしをよりよくしようと
する人々の願いによって，道具は様々に
工夫され使われている。➎➏ 

昔のくらしは，

どのような様子

だったのでしょ

うか。 

（1時間） 

道具は，くらし

の中でどのよう

に使われている

のでしょうか。 

（2時間） 
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ま
と
め
る 

➐➑くらしのうつ
りかわり 

 p.110～111 
 

○これまで調べたことをもとに，道具年表を
つくる。 

・ 道具の移り変わり 
・くらしやできごと 
○道具年表を見て，わかったことや考えたこ
とを話し合う。 

・ 道具の改良 
・くらしの向上 
・人々の願いや努力があって道具が変わり，
くらしも便利になってきた。 

 

◆道具年表のつく
り方を，しっかり
とおさえる（「ま
なび方コーナー」
を活用）。 

◆道具やくらしは，
人々の願いや知
恵，努力によって
よりよくなって
きたことについ
て考えさせ，これ
からもさらに改
良・向上させてい
きたいという思
いをもつように
する。 

☆<技能②> 
道具やくらし，で

きごとなどについ
て調べたことを年
表にまとめている。 
☆<関意態②> 
昔の人々の知恵

や努力によってく
らしが向上してき
たことに気付き，今
後のよりよい発展
について考えよう
としている。 

 

道具とくらし

のうつりかわり

を道具年表にま

とめてみましょ

う。 （2時間） 

身のまわりの古い道具には昔の人の生
活の知恵や工夫がこめられており，道具
の変化とともに地域のくらしも変化し，
便利になってきた。➐➑ 
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小単元の指導・評価計画 

１ 火事からくらしを守る              8時間／下巻 p.4～19 

 

目標    ■地域において，関係機関が地域の人々と協力して火災の防止に努めていることや，関係機関が

相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていることを理解するとともに，火災から地域の

人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々や地域の人々の工夫や努

力を考えようとする。 

□地域社会において火災から地域の人々の安全を守るための諸活動の様子から学習問題を見い

だし，見学・調査したり，資料を活用したりして具体的に調べたことを作品などにまとめると

ともに，人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々や地域の人々のく

ふうや努力について考えたことを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度  

①地域社会における火災から人々の安全を守る工夫や努力に関心をもち，意欲的に調べている。 

②地域社会の一員として人々の安全を守るための活動に協力しようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①地域社会における火災から人々の安全を守る工夫や努力について，学習問題や予想，学習計

画を考え，表現している。 

②安全を守るための関係機関の働きや地域の人々の工夫や努力を地域の人々の生活と関連付

けて考え，適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①観点に基づいて見学・聞き取り調査をしたり，資料を活用したりして，地域社会における災

害及び事故の防止のための諸活動の様子について必要な情報を集め，読み取っている。 

②調べたことを作品などにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

 ①関係機関は，地域の人々と協力して火災の防止に努めていることや，関係の諸機関が相互に

連携して，緊急に対処する体制をとっていることを理解している。 

②人々の安全を守るための関係機関の働きと，そこに従事している人々や地域の人々の工夫や

努力を理解している。 
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指導計画  ※平成31年度第3学年では,「学習の進め方」（p.6～7）に時間配当をしていません。 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊火事が起きたら 
p.4～5 

 
 

○イラストやグラフを見て，読み取ったこ
とや疑問に思ったことを発表し，学習問
題をつくる。 

【イラスト】 
＜車＞消防車，はしご付き消防自動車，パ

トロールカー，救急車，ガス会社の自動
車など 

＜人＞消防士，警察官など 
＜活動の様子＞消火栓にホースを入れてい

る，交通整理をしている，屋上にいる人
を助けている，など 

【グラフ】 
・山口市の人口は増えている。 
・山口市の火事の数は減っている。 
・人口が増えているのに火事が減っている 
のはなぜだろう。 

 

◆「火事が起きたと
きの様子」を読み
取る際には，「ま
なびのポイント」
を活用しながら，
どのような人が
どのようなこと
をしているかを
問いかけて観点
をもたせるよう
にする。 

 

☆<関意態①> 
火事が起きたとき

に消火活動をしてい
る人々の様子や火事
に関するグラフに関
心をもち，進んで調
べようとしている。 

調
べ
る 

➋➌消防しょへ行
こう  p.8～9 

○消防士の話を聞いたり，訓練の様子や道
具などを観察したりして，わかったこと
を整理する。 
＜消防署の本末さんの話＞ 
・訓練－できるだけ早く火事の現場にか

けつけ，確実に消火できるよう
に真剣に取り組む 

・道具の点検 
※危険な仕事→みなさんの命や財産を守
る仕事にほこり 

 ＜防火服＞ 
 ・1200度の火に17秒間たえられる 
 ・防火服とマスクで10㎏，ボンベ10㎏な    
  ど 
 ＜勤務時間＞ 
 ・当番の日は24時間働く。 
 ・「非番」という日がある など 
 ＜消防自動車＞ 
 ・サイレンの音，赤色とう，スピーカー 
  →人々に知らせるため 
 ・いろいろな消防自動車→火事の場所や

大きさによる 
 ・のびるはしご→高いビルの火事も対応 
 
 
 
 
 

◆「まなび方コーナ
ー」を基にして，
施設の見学のし
かたを確認する。 

◆見学がかなわな
い場合には，教科
書の記述や写真
資料等を丁寧に
読み取るように
する。特に，「何
のために調べて
いるのか」を問い
ながら，調べるね
らいを明確にし，
学習問題の解決
に向かっている
ことを意識させ
るようにする。 

☆<技能①> 
消防署を見学した

り聞き取り調査をし
たり，資料を活用し
たりして調べてい
る。 
☆<知理②> 
地域の安全を守

るための消防士の
人々の働きについ
て理解している。 

 

火事が起きた
ときには，どの
ように火を消し
ていくのでしょ
うか。 

（1時間） 

学習問題 消火活動をしたり，火事が起きないようにするために，どのような人々
がどのような働きをしているでしょうか。 

 

消防しょの人

たちは，どのよう

なことをしてい

るのでしょうか。 

（2時間） 

消防士は，火事が起きたときに迅速に
対応し，また日頃から火事に対応するた
めの訓練を行っている。➋➌ 
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➍通信指令室とさ
まざまな人々の
働き p.10～11  

○通信指令室の様子を見学したり，聞き取
りをしたり，資料を活用したりして，わか
ったことを整理する。 

 ＜通信指令室＞火事が起きたら 
 【どこへ】  【何のために】 
 ・消防署－消防自動車や救急車が出動         
 ・病院－けが人が運ばれることを伝える 
 ・警察署－交通整理をしてもらう 
 ・ガス会社，電力会社，水道局 
     －協力してもらう 
 ・消防団－出動してもらう 
 ＜通信指令室の津森さんの話＞ 
 ・関係機関への連絡 
 ・大きな火事のときは他の市や町も応援 
 
 
 
 
 

◆教科書の図を丁
寧に読み取り，通
信指令室と様々
な関係機関が関
連していること
を明らかにする。
そのために，例え
ば，「どこへ」
「何のために」連
絡をするのかを
問い，具体的な関
連について明ら
かにする。 

☆<技能①> 
消防署を見学・聞

き取り調査をした
り，資料を活用した
りして調べている。 
☆<知理①> 
通信指令室は，火

災が発生したとき
に，様々な機関と連
携して緊急に対処
する体制をとって
いることを理解し
ている。 
 

➎まちの消防しせ
つをさがそう  
      p.12～13 

○地域にある消防施設を調査して地図に表
したり，地図を見てわかったことや考え
たことを基に話し合ったりする。 

 ＜まちで見つけた消防施設＞ 
 ・消火栓 ・防火水槽 ・避難場所 
 ・消防団の倉庫 
 ＜気づいたこと＞ 
 ・消火栓が多いのは消火活動をしやすく

するためである。 
 ・学校などの広いところが避難場所にな

っている。 
 ・大きな公園も避難場所になっている。 
 ・消火栓や避難場所などは，地域に必ず

つくるように決められている。 
 ・消防団の倉庫もあった。 
 
 
 
 

◆地域に出て消防
施設を調査する
際には，教科書の
写真資料や p.13
にある「ことば」
を事前に確認し
たい。 

◆地図を用いて調
べるときには，施
設の数や位置，規
模などから考え
てみるとよいこ
とを伝える。 

☆<技能①> 
地域の消防施設

を調査したことを
地図に表している。 
☆<知理②> 
地域には，火災が

発生したときに活
用される様々な消
防施設があること
を理解している。 
 

➏地いきの人々の
協力 p.14～15 

○消防団の訓練を見学したり消防団員に聞
き取りをしたりして，消防団の取り組み
について話し合う。 

 ＜消防団の人々の取り組み＞ 
 ・倉庫にある器具の点検 
 ・消火などの訓練 
 ・春の火災予防運動－子どもも参加 
 ＜消防団の吉武さんの話＞ 
 ・火事，台風，地震などが起きたときに    
  消火や救助の活動を行う 

－消防署の人々との協力 
 ・大会－訓練の成果 
 ・ふだんは別の仕事 
 ※「自分たちのまちは，自分たちで守る」 
  ほこりをもって取り組んでいる。 
 
 
 
 
 

◆p.15にある「こと
ば」を基にして，
消防士との違い
を明らかにした
り，消防団のねら
いを明確にした
りしながら，自分
たちの地域を自
分たちで守るこ
とを捉えられる
ようにする。 

☆<技能①> 
消防団の訓練を

見学したり消防団
の人に聞き取りを
したりしてまとめ
ている。 
☆<知理②> 
消防団は，消防署

と連携を図りなが
ら火災に備えて訓
練をしたり防火を
呼びかけたりして
いることを理解し
ている。 
 

119 番に電話

をかけると，どこ

につながり，どこ

へれんらくが行

くのでしょうか。 

（1時間） 

火事が起きたとき，通信指令室は 119
番の電話を受けると，正確に情報を把握
し，様々な関係機関に働きかけている。 

➍ 

わたしたちの

まちには，どのよ

うな消防しせつ

があるでしょう

か。 

（1時間） 

まちには様々な消防施設が設置されて
おり，火事などの災害が起きたときのた
めに，避難場所も定められている。➎ 
 

火事が起きた

ときのために，地

いきでは，どのよ

うな取り組みが

行われているの

でしょうか。 

（1時間） 

消防団は，消防署と連携を図りながら，
火事に備えて訓練したり，防火を呼びか
けたりしている。➏ 
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ま
と
め
る 

➐火事を守る人々
の働き 

p.16～17 

○今まで調べたことや考えたことを振り返
り，学習問題についてまとめる。 
＜今まで調べたこと＞ 
・消防士の訓練 
・通信指令室 
・消防施設 
・消防団 

 ＜考えたこと＞ 
 ・消防士の人たちは日頃から訓練をして，

火事が起きたときのために備えてい
る。 

 ・様々な人々が協力している。 
 ・消防団のように地域の人々の働きも大

切である。 
○今まで学習したことを基にして，新聞に
まとめる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆必要に応じて，
p.6～7「学習の進
め方」を確認し，
「まとめる」で行
う学習内容につ
いて明らかにす
る。 

◆今まで調べたこ
とが学習問題を
解決するための
ものであること
を確認しながら，
関係機関の特色，
機関相互の連携
などをもとにま
とめにつなげて
いくようにする。 

◆p.17 などを参考
にし，内容や写真
や図などの活用
のしかたを考え
てから取り組む
ように促す。 

☆<思判表②> 
地 域 に お け る

様々な関係機関の
働きや相互の関係，
それらと人々の生
活との関連につい
て明らかにしてい
る。 
☆<知理①> 
地 域 に お け る

様々な機関は，相互
に連携して緊急に
対処するように努
めたり，地域の人々
と協力したりして，
火災から地域の安
全を守っているこ
とを理解している。 
☆<技能②> 
今まで調べたこ

とを新聞にまとめ
ている。 

い
か
す 

➑自分たちにもで
きること 

 p.18～19       

○今までの学習を振り返ったり，「火の用心

の７つのポイント」を調べたりして，自分

たちにできることを話し合う。 

 ・消防団の消防運動などにも参加できる。 

 ・身のまわりでも様々なことを気を付けて

いくようにする。 

 ・「標語」をつくってみんなに伝えること

もできる。 

○標語をつくって校内などに掲示して報告 

しようとする。 

 

 

◆p.18の「消防しょ

のパンフレット」

にも示されている

消防署の仕事と自

分たちの生活との

関係について確認

する。 

◆p.19の「まなび方

コーナー」を基に

して標語づくりに

取り組ませる。 

☆<関意態②> 
火災が起きないよ

にするために自分で
できることを考えよ
うとしたり，標語づ
くりに取り組もうと
している。 

 

調べてきたこ

とをもとに，火事

からくらしを守

る人々の働きを

新聞にまとめて

みましょう。 

（1時間） 

消防署をはじめとする様々な機関は，
相互に連携し，地域の人々に様々な働き
かけをしながら，火災の防止に努めると
ともに，火災が起きたとき対処する体制
をとっている。➐ 

火事からくら

しを守るために，

わたしたちにで

きることを考え

てみましょう。 

（1時間） 

地域の人々は，消防署をはじめとする
様々な施設や機関の防火に関する情報な
どをもとに，日頃から防火に関する取り
組みを行うことが大切である。➑ 
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小単元の指導・評価計画 

２ 事故や事件からくらしを守る          ９時間／下巻 p.38～53 

 

目標    ■事故や事件から地域の人々の安全を守る活動に関心をもち，警察署などの関係機関は地域の

人々と協力して事故や事件の防止に努めていること，関係の諸機関が相互に連携して緊急に対

処する体制をとっていること，事故や事件から人々の安全を守るための関係機関の働きやそこ

に従事している人々や地域の人々の工夫や努力を理解するとともに，地域社会の一員として

人々の安全を守る活動に協力しようとする。 

□地域社会における事故や事件を防止するための活動の様子から学習問題を見いだし，調査や見

学をしたり，資料を活用したりして調べたことをノートや作品などにまとめることを通して，

地域社会の一員として，事故や事件から人々の安全を守るために自分にできることを考え，そ

れを適切に表現する。 

 

評価規準  ○社会的事象への関心・意欲・態度 

①地域社会における事故や事件から人々の安全を守る工夫や努力に関心をもち，意欲的に調 

べている。 

②地域社会の一員として人々の安全を守るための活動に協力しようとしている。 

     ○社会的な思考・判断・表現  

①地域社会における事故や事件から人々の安全を守る工夫や努力について，学習問題や予想， 

学習計画を考え表現している。 

②安全を守るための関係機関の働きや地域の人々の工夫や努力を地域の人々の生活に関連 

付けて考え適切に表現している。 

     ○観察・資料活用の技能  

①警察署などの施設や設備などを観点に基づいて見学・聞き取り調査したり，資料を活用した 

りして，地域社会における事故や事件の防止のための諸活動の様子について必要な情報を集 

め，読み取っている。 

②調べたことをノートや作品などにまとめている。 

○社会的事象についての知識・理解 

①関係機関は地域の人々と協力して，事故や事件の防止に努めているとともに，関係の諸機関 

は相互に連携して，緊急に対処する体制をとっていることを理解している。 

②人々の安全を守るための関係機関の働きとそこに従事している人々や地域の人々の工夫や 

努力を理解している。 
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指導計画 

 本時のめあて ○おもな学習活動  ・内容 ◆指導上の留意点 ☆評価計画 

学
習
問
題
を
つ
か
む 

➊身近な地いきの
あぶない場所  

p.38～39 
 

 

○イラストを見ながら，身近な地域でどのよ
うな場所があぶないかを発表し合う。 

・急なとびだし。  
・信号のないせまい道。 
・「不しん者に注意」のかんばん。 
・自転車のきけんな運転。 
・イラストと同じように，身近な地域にも，

あぶないところがあり，わたしたちはつね
に危険にさらされている。 

◆イラストから，あ
ぶない場所を読
み取らせ，その原
因についても考
えさせる。 

◆自分たちの身の
まわりから，あぶ
ない場所を探し
出すようにする。 

☆<関意態①> 
自分たちの身のま

わりにもあぶない場
所があることに関心
をもち，あぶない場
所の原因について意
欲的に考えようとし
ている。 

➋事故や事件が起
きないように  

p.40～41 

○グラフを見て，事故と事件の数が変化して
いることをたしかめ，どうしてそのように
変化しているのかを発表し合う。 

・事故と事件は同じように変化している。 
・事故と事件は減っている。 
・事故と事件が減っているのは，いろいろな

人の協力があったからだ。 
 
 
 
 
○学習問題について予想し，調べること・調

べ方・まとめ方を話し合う。 

◆グラフから事故
や事件が減って
いることに気づ
かせ，安全を守る
ための活動に関
心をもたせる。 

☆<思判表①> 
事故と事件の発

生件数に関するグ
ラフについて話し
合い，学習問題を見
いだそうとしてい
る。 

調
べ
る 

➌事故が起きたら  
p.42～43 

○交通事故現場で働く人の写真から，事故が
どのように処理されるかを発表し合う。 

・いろいろな人が協力している。 
・救急車や消防自動車も現場にかけつけてい

る。 
・どうしてすぐに事故の現場にかけつけるこ

とができるのだろう。 
○事故が起きたときの連絡の流れについて，
イラストで確認する。 

・事故の連絡は，まず通信指令室に届く。 
・通信指令室から，いろいろなところへ連絡
が回る。 

・連絡を受けた関係機関は，ただちに事故現
場に向かう。 

 
 
 
 

◆交通事故の現場
で様々な人々が
働いていること
に気づかせる。 

◆事故が起きたと
きには，どのよう
な流れをたどっ
て連絡が行き届
き，事故の処理が
行われているか
を考えさせる。 

☆〈技能①〉 
交通事故現場で

働く人たちのイラ
ストから，交通事故
の処理に関する情
報を適切に読み取
っている。 
☆〈知理①〉 
 関係諸機関が相
互に連携して，交通
事故などの緊急に
対処する体制をと
っていることを理
解している。 

学習問題 事故や事件からわたしたちの安全を守るために，だれがどのような活動
をしているのでしょうか。 

 

 

地域には，事故や事件の起こりそうな
ところがたくさんある。➊ 

事故や事件は，
どのようなとこ
ろで起こりやす
いのでしょうか。 

（1時間） 

事故や事件の
数を見てまちの
安全について考
え，学習問題をつ
くりましょう。 

（1時間） 

事故のしょり

では，どのような

人がどのように

協力をしている

のでしょうか。 

（1時間） 

事故は，様々な人の協力によって処理
されている。➌ 
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➍けいさつの仕事 
 p.44～45 

 
 

○地域社会で見かける警察の仕事を調べる。 
・サイレンを鳴らしているパトロールカーを

見かけたことがあるよ。 
・白バイの人は，どのような仕事をしている

のかな。 
・警察の人が，商店街で店のお客さんと話し

ているところを見たことがあるよ。 
・交通ルールを守って自転車に乗ることは，
安全な生活を守るために，自分たちにでき
ることだね。 

◆警察の仕事には
様々なものがあ
ることを，人に注
目させながら調
べ，考えさせる。 

◆安全な生活を守
るために，自分た
ちができること
として，ルールや
きまりを守るこ
とがあるという
ことに気づかせ
る。 

☆〈知理①〉 
 警察の仕事につ
いて，見学したりイ
ンタビューしたり
して調べ，警察の仕
事がわたしたちの
安全な生活を守る
ためにあるという
ことを理解してい
る。 
☆〈関意態②〉 
 ルールやきまり
を守るなど，地域の
一員として安全な
生活を守ることに，
積極的に協力しよ
うしている。 

➎安全なまちづく
り 

 p.46～47 
 

○こども110番の店など学校周辺における安
全を守る活動について調べる。 

・こども110番のステッカーを見たことがあ
るよ。 

・こども110番は，どのような役割をしてい
るのかな。 

・自転車で地域パトロールをしている人を見
かけたことがあるよ。 

○「事故や事件をふせぐためのしくみづく
り」の図から，地域の人が協力して，地域
の安全を守っていることを考える。 

・地域の安全を守っているのは，警察だけで
なく，お店の人や地域の人もいるね。 

・こども110番の他に，地域にはどのような
取り組みがあるのだろう。 

 
 
 
 

◆身近な地域の様
子を思い浮かべ
ながら，話し合わ
せる。 

◆警察，学校，地域
などが連携して，
事故や事件が起
こらないように
工夫や努力をし
ていることに気
づかせる。 

 

☆〈知理①〉 
警察，学校，地域

が連携して，事故や
事件をふせぐため
のしくみづくりが
なされていること
を理解している。 

➏地いきでの取り
組み 

 p.48～49 
 

○自治会や商店街などの地域社会における
安全を守る取り組みについて調べる。 

・防犯パトロールに参加したことがある。 
・わたしの家では，PTAの見守り活動に協力
しています。 

・商店街も安全なまちづくりに協力してい
る。 

・地域には，安全なまちづくりを進める委員
会があって，安全マップをつくっている。 

◆地域の人たちに
よる，安全を守る
自主的な活動に
目を向けさせる。 

◆市役所や自治会
など，行政におけ
る安全なまちづ
くりの活動に，地
域の人が参画し
ていることに気
づかせる。 

 

☆〈知理②〉 
地域の人々の自

主的で協力的な活
動により，地域の安
全が守られている
ことを理解してい
る。 

 警察官は，わたしたちの生活の安全を
守るために，地域社会の中で様々な活動
をしている。➍ 

子どもの安全は，関係機関と地域の
人々の協力によって守られている。➎ 

けいさつの仕

事は，わたしたち

の生活とどのよ

うな関係がある

のでしょうか。 

（1時間） 

地いきの人た

ちは，まちの安全

を守るためにど

のような活動を

しているのでし

ょうか。 

（1時間） 

地域の人々は，安全なまちづくりのた
めに様々な工夫や努力をしている。➏ 

地いきの人た

ちは，安全なまち

づくりのために，

どのような取り

組みをしている

のでしょうか。 

（1時間） 
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ま
と
め
る 

➐安全を守る人の
活動をまとめる 

 p.50～51 
 

○これまでに調べた安全を守る人の活動を，
表にまとめる。 

・警察官は，見回りをしていた。 
・地域の人は，防犯パトロールをしていた。 
○安全を守る人について発表し合う。 
・警察官はいろいろな仕事をして，わたした

ちの安全を守っています。 
・地域の人は，協力して安全なまちづくりを

進めています。 
・自分も協力できることがあったら，協力し

たいと思います。 
○安全なまちづくりを進めるために，自分に
できることを考える。 

・きまりやルールを守りたいです。 
・地域の見守り活動に参加したいです。 
 
 
 
 
 
 
 

◆これまでの学習
を振り返り，人に
注目して，安全を
守る仕事につい
て考えさせる。 

◆安全なまちづく
りを実現するた
めに，警察の人や
地域の人が協力
していることに
気づかせる。 

◆自分にできるこ
とを実現するた
めの手立てを考
えさせることで，
安全なまちづく
りにかかわるこ
との重要性に留
意させる。 

 

☆〈思判表②〉 
地域の安全を守

る人々の取り組み
を，適切に表にまと
めている。 
☆〈関意態②〉 
 地域の安全を守
る活動に協力しよ
うとする意識を持
ち，自分にできるこ
とを提案し実行し
ようとしている。 

い
か
す 

➑➒まちの安全マ
ップをつくろう 

p.52～53 

○学習してきたことを生かして，地域の安全

マップをつくる。 

・学校のまわりにも，あぶない場所がたくさ

んあるね。 

・交通量の多いところは事故が起きやすい。 

・暗いところは事件が起きやすい。 

・安全マップをみんなに知らせて，まちの安

全をみんなで守ろう。 

 

 

 

 

 

◆安全マップをつく

る際には，どうし

てそこがあぶない

のかの理由を，地

図の上に明確に表

現させる。 

◆安全マップをつく

ることにとどまら

ず，それを活用す

る方法についても

考えさせる。 

☆〈思判表②〉 
地域のあぶないと
ころに目を向けて
調べたことを，安
全マップの中に文
章などで適切に表
現している。 

☆〈関意態②〉 
 地域の安全は自分
たちで守らなけれ
ばならないという
意識をもち，安全
マップを活用し
て，安全なまちづ
くりに地域の一員
として参画しよう
としている。  

 

事故や事件から地域の人々の安全を守
るために，警察署など関係機関は相互に
連携し，地域の人々と協力しながら活動
している。➐ 

事故や事件か

らわたしたちの

くらしの安全を

守る人の活動を，

表にまとめてみ

ましょう。 

（1時間） 

安全マップをつくって，地域のあぶな
いところをみんなに伝えることは，地域
の安全を守ることにつながる。➑➒ 

安全マップを

つくり，安全なま

ちづくりのため

に，わたしたちに

できることを考

えてみましょう。 

（2時間） 


